
イベントガイドinformation
凡例　日日時　期期間　場場所　内内容　対対象　講講師　費費用　定定員　持持ち物　申申し込み　提提出先　 その他　問問い合わせ　休休館日

※特に記載のない場合、申込時間は開館（開庁）日の午前 9 時から午後５時まで。入館料等詳細は各施設まで。

1415 広報あづみの　2020.4.22 2020.4.22　広報あづみの 1415 広報あづみの　2020.4.22 2020.4.22　広報あづみの

企
画
展
示
『「
鐘
の
鳴
る
丘
」
と
主

題
歌
「
と
ん
が
り
帽
子
」』

「
鐘
の
鳴
る
丘
集
会
所
」
落
成
式
前

日
の
１
９
８
０
年
6
月
に
作
曲
家
の
古

関
裕
而
氏
が
記
し
た
色
紙
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ

ジ
オ
ド
ラ
マ
の
舞
台
と
な
っ
た
「
有
明

高
原
寮
」
で
使
用
さ
れ
た
部
材
を
使
用

し
た
鐘
の
鳴
る
丘
集
会
所
（
市
有
形
文

化
財
）
の
歴
史
等
を
紹
介
す
る
展
示
を

行
い
ま
す
。

日
5
月
8
日
（
金
）
～

場
穂
高
郷
土
資
料
館　

費
要
入
館
料　

休
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

企
画
展
「
来
た
道
」

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
安

心
し
て
教
育
を
受
け
る
権
利
が
保
障
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
道
は
厳
し

い
も
の
で
し
た
。
そ
の
あ
ゆ
み
を
追
い

ま
す
。

日
5
月
10
日
（
日
）
～
8
月
31
日
（
月
）

場
文
書
館
閲
覧
コ
ー
ナ
ー　

費
無
料

休
土
曜
日
、
祝
日

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
文
化
施
設
を
休
館
し
ま
す
。

槍
ヶ
岳 

彩
り

～
山
小
屋
ス
タ
ッ
フ
５
人
展
～

5
つ
の
山
小
屋
を
率
い
る
槍
ヶ
岳
山

荘
グ
ル
ー
プ
の
代
表
・
穂
苅
康
治
さ
ん

と
そ
の
息
子
さ
ん
、
小
屋
の
支
配
人
の

皆
さ
ん
に
よ
る
写
真
展
で
す
。

日
5
月
8
日
（
金
）
～
8
月
23
日
（
日
）

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

場
記
念
館
地
階
展
示
室　

費
要
入
館
料

休
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）、
祝

日
の
翌
日
（
7
月
24
・
25
日
は
開
館
）

人
権
ポ
ス
タ
ー
展

長
野
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
が
長
野

美
術
専
門
学
校
と
連
携
し
て
制
作
し
た

人
権
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
ま
す
。

日
5
月
12
日
（
火
）
～
24
日
（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
初
日
は
正

午
～
、
最
終
日
は
正
午
ま
で
）

場
記
念
館
企
画
展
示
室

今
後
の
状
況
に
よ
っ
て
は
休
館
期
間
を

延
長
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
最
新

の
開
館
状
況
に
つ
い
て
は
、
各
館
ま
た

は
市
Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

休
5
月
6
日
（
水
）
ま
で

▽
文
書
館
▽
臼
井
吉
見
文
学
館

休
5
月
7
日
（
木
）
ま
で

▽
豊
科
郷
土
博
物
館
▽
穂
高
郷
土
資

料
館
▽
貞
享
義
民
記
念
館
▽
豊
科
近

代
美
術
館
▽
田
淵
行
男
記
念
館
▽
安

曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館
▽
穂
高

陶
芸
会
館
▽
飯
沼
飛
行
士
記
念
館
▽

中
央
図
書
館
▽
豊
科
図
書
館
▽
堀
金

図
書
館
▽
三
郷
図
書
館
▽
明
科
図
書

館

費
無
料
（
常
設
展
は
有
料
） 

休
月
曜
日

『
博
物
館
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
１ 

人
の
一
生 

安
曇
野
子
育
て
日
記
』
を
刊
行

企
画
展
の
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
き

た
「
人
の
一
生
」。
内
容
を
再
構
成
し
、

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
と
し
て
刊
行
し
ま
す
。

第
一
弾
の
本
書
は
、
子
ど
も
の
誕
生
か

ら
小
学
校
入
学
ま
で
を
親
の
目
線
で
語

り
ま
す
。
市
民
か
ら
の
聞
き
取
り
を
ま

と
め
、
安
曇
野
に
伝
わ
る
習
俗
を
織
り

交
ぜ
て
書
き
上
げ
ま
し
た
。

◆
『
安
曇
野
市
豊
科
郷
土
博
物
館

紀
要 

第
７
号
』

昨
年
度
の
秋
季
企
画
展
「
絹
の
道
」

の
講
演
記
録
を
収
録
。
ま
た
旧
豊
科
町

出
身
の
飛
行
士
・
長
谷
川
清
登
と
佐
々

木
武
を
取
り
上
げ
た
報
告
や
、
満
願
寺

に
伝
わ
る
古
文
書
の
考
察
な
ど
、
博
物

館
職
員
ら
が
ま
と
め
た
研
究
報
告
5
本

も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

※『
人
の
一
生　

安
曇
野
子
育
て
日
記
』

と
『
紀
要　

第
7
号
』
は
ど
ち
ら
も

税
込
５
０
０
円
で
、5
月
8
日
（
金
）

か
ら
豊
科
郷
土
博
物
館
窓
口
に
て
発

売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

館
内
の
燻
蒸
（
収
蔵
資
料
の
防
虫
）

作
業
の
た
め
、
臨
時
休
業
し
ま
す
。

日
5
月
25
日
（
月
）
～
27
日
（
水
）

安曇野あかしな農産物加工交流ひろば
「えべや」の催し（５月）

各 種 情 報 コ ー ナ ー
他公共団体・後援団体などから寄せられた情報を掲載しています。
詳細は主催者に問い合わせください。

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

【市体育協会】
初心者向け太極拳教室
	（春季教室）

頭も体も使う武術太極拳を始め
てみませんか。心身共に健康づ
くりに役立ちます。

日 5 月 20 日～ 6 月 24 日
毎週水曜日（全 6 回）
午後 1 時～ 2 時

場豊科武道館剣道場

対初心者
定 20 人程度（要申込）
費 2,000 円（全 6 回分）
持運動のできる服装、上

履き（底が柔らかい物）、
飲み物、タオル

申 5 月 9 日（土）までに
小林通江さん（472・
2006）または市体協事
務局（488・3516）へ

【市体育協会】
穂高マレットゴルフ初心者
講習会

年齢に関係なく、同好者との交
流を楽しみながら体力の向上を
図れるマレットゴルフを始めま
せんか。

日 6 月 1 日（月）・3 日（水）・
4 日（木）【全 3 回】午後
1 時～ 3 時 30 分

場穂高会館第３会議室（1
日）、権現宮マレットゴル
フ場（3 日・4 日）

対初心者
定 20 人程度（要申込）
費 1,000 円
持筆記用具、マレットゴル

フ用具（無料貸し出し
有り）

申 5 月 1 日～ 31 日午前
中に権現宮マレットゴ
ルフ場（482・0097）
または市体育協会事務
局（488・3516）へ

問山本尚武さん 482・
7124

お
す
す
め
の
一
冊

『
と
つ
き
と
お
か 

　
　

赤
ち
ゃ
ん
が
う
ま
れ
る
ま
で
』

ミ
ラ
ン
ダ
・
ポ
ー
ル
／
著　

川
合
清
考
／
訳

紹介する人

須田 里美さん

　　 帆
ほ の か

風ちゃん
（堀金）

私
と
娘
の
お
す
す
め
の
本
は
『
と
つ

き
と
お
か 

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
ま

で
』
で
す
。
娘
が
夜
眠
る
と
き
に
、
毎

晩
本
を
読
ん
で
あ
げ
て
い
る
の
で
す
が
、

何
度
も
繰
り
返
し
「
読
ん
で
！
」
と
せ

が
ん
で
き
た
一
冊
で
す
。

こ
の
本
の
良
い
と
こ
ろ
は
リ
ア
ル
な

イ
ラ
ス
ト
で
す
。
お
腹
の
中
に
い
る
赤

ち
ゃ
ん
が
実
寸
大
で
描
か
れ
て
い
て
、

生
ま
れ
る
ま
で
の
間
ど
の
よ
う
に
育
っ

て
い
く
の
か
、
２
歳
の
娘
に
も
伝
わ
る

本
で
す
。
へ
そ
の
緒
で
母
親
と
し
っ
か

り
と
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で

き
、
実
際
に
娘
に
へ
そ
の
緒
を
見
せ
な

が
ら
絵
本
を
読
ん
で
あ
げ
ま
し
た
。

物
語
を
通
し
て
、
生
命
の
誕
生
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
素
敵
な
一
冊
で
す
。

ま
た
、
母
親
の
私
も
妊
娠
中
の
時
の
こ

と
を
思
い
出
し
な
が
ら
読
む
こ
と
が
で

き
、
娘
の
こ
と
を
よ
り
愛
し
く
思
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

穂
高
郷
土
資
料
館文化

課
博
物
館
係

71
・
２
４
６
５ 

71
・
２
３
３
８

文
書
館71

・
５
１
２
３ 

71
・
５
１
２
７

貞
享
義
民
記
念
館

77
・
７
５
５
０ 

77
・
７
５
５
１

豊
科
郷
土
博
物
館

72
・
５
６
７
２ 

72
・
７
７
７
２

文
化
施
設

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

①料理教室 みんなで楽しみ行楽弁当
日 13 日・27 日（水）午前 10 時～午後１時
費 1,500 円　定 15 人（先着順）
②体験講習 松枯れ材を使った椅子づくり
日 16 日（土）午前 10 時～午後１時
費 1,000 円　定 10 人（先着順）　持軍手
③豆腐作り体験
日 9 日（土）午前 9 時～正午
費 600 円　定 10 人（先着順）

【共通事項】
場「えべや」　講えべや組合員ほか
対市内在住者（子ども同伴可）
申 4 月 28 日（火）から「えべや」へ電話で
（488・6275　受付は火～日曜日の午前 9
時～正午。キャンセルは２日前まで）

問農政課　471・2430　671・2507
【令和２年度 年間講座】

毎月 1 回、下記講座を行っています。参
加希望者は気軽に問い合わせください。
①切り絵教室
日毎月第 2 土曜日　費 1,200 円
②サンキャッチャー教室
日毎月第１土曜日　費 1,000 円

清朝の槍ヶ岳
（穂刈康治撮影）

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化   

そ
の
88

文
化
課
文
化
振
興
担
当

71
・
２
４
６
5 

71
・
２
３
３
８

古
関
裕
而
と
鐘
の
鳴
る
丘
集
会
所

朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
エ
ー
ル
」
の
主

人
公
の
モ
デ
ル
、
古
関
裕
而
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。

戦
後
の
ま
だ
日
本
が
貧
し
い
時
代
に
人
々

を
勇
気
づ
け
た
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
「
鐘
の
鳴
る

丘
」
の
音
楽
と
主
題
歌
「
と
ん
が
り
帽
子
」

の
作
曲
家
で
す
。
古
関
さ
ん
の
作
品
は
、
弾

む
よ
う
に
元
気
づ
け
ら
れ
る
曲
調
が
多
く
、

特
に
「
と
ん
が
り
帽
子
」
は
30
年
以
上
に
わ

た
り
、
地
域
の
合
唱
団
も
大
切
に
歌
い
続
け

て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
「
長
崎
の
鐘
」「
六

甲
お
ろ
し
」「
高
原
列
車
は
行
く
」
な
ど
の

作
曲
も
し
て
い
ま
す
。

昭
和
23
年
か
ら
3
年
半
放
送
さ
れ
た
ラ
ジ

オ
ド
ラ
マ
「
鐘
の
鳴
る
丘
」
は
「
有
明
高
原

寮
」
が
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
建
物

は
昭
和
54
年
に
解
体
さ
れ
、
翌
55
年
に
「
鐘

の
鳴
る
丘
集
会
所
」
と
し
て
移
築
さ
れ
ま
し

た
。
隣
接
の
穂
高
郷
土
資
料
館
に
は
直
筆
の

色
紙
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

美
術
館
・
博
物
館
・
図
書
館
等

文
化
課
文
化
振
興
担
当

71
・
２
４
６
３ 

71
・
２
３
３
８

田
淵
行
男
記
念
館

72
・
９
９
６
４ 

88
・
２
０
１
０

古関裕而 直筆の色紙


